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S蕊�平成元年度富山大学卒業式の挙行�

平成 元年度富 山 大 学卒業 証書， 修了証書並びに修士

学 位 記授与式が， 平成 2年3 月24日仕）午前10時30分か

ら 富 山 市 公会堂 に お いて 挙行 さ れ ま し た。

大 井学 長 か ら ， 合計 1, 384名の卒業 生及び修了 生に

卒業 （ 修了 ） 証書 が授 与 さ れるとと も に， 学長告辞で

90年代は地球環境 を 保全するため ， 科 学技術や 人類の

生活の 在 り 方 な どを 真剣に見直す努 力 を するこ と， ま

た ， 能力主義社会の到来や労働市場の国際化の中では，

証書授与に先立ち， 本学フィルハーモニー管弦楽団により

エルガ一作曲「威風堂々」など2曲が演奏される
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強制な 精神力， 体力及 び 明確な 目 的意識 を 持って仕事
に 生き がい を 見出 し ， 来るべ き 21世紀への新 し い 社会

の 建設 に 努力せよとの 桟け の 言葉が述べ られた。

ま た， 当 日 は， 富山市公会堂 前に 先輩の卒業 を 祝福

するため数多くの在学生がそれ ぞれ趣向を 凝ら し て 参

集 し ， 風雨の吹 き 荒れるあい にくの天気を はねの け ，

賑かや か な 門出とな り ま し た。 引 き 続 き ， 午後か ら は

各 学部 ごとに お祝い のパー ティな どが催さ れ ま し た。

あでやかな服装で出席し，

学長告辞に聴き入る卒業生

あいにくの天気の中， 卒業を祝福する在学生らで

混雑する富山市公会堂ホール前
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学長告辞（全文）

�色モF-

た だ い ま ， 卒業証書， 修了証書あるい は 修士学位記

を 授 与 され ま し た 1 , 3 84名に のぼる諸君は ， 本学 に お

け る所定の課程 を 終 え， 本 日 ここ に めでたく卒業の 日

を 迎えられ た 方々でありま し て ， 教職員一同心から祝

福 を 申 し 上げま す。 諸君の 喜び も さ るこ とな がら， 御

家族の 方々の お 喜びは さぞか し と推察 い た し ま す。

諸君の う ち， ほ と んどの 人が16年以上に 及ぶ学校教

育に 別 れ を 告げ る と き か、来た わ け であり ま す 。 本学 に

お け る 勉学や学生生活は， その締め くくりに ふさわ し

し 、充実感 と 将来の 展望に 大 き な 向信 を 諸君に 与 えた も

のと確信 し て お りま す。 し か し ながら， 本格的 情 報 化社

会の 到来 と と も に ， 産業構造は 転換 し ， 生活様式が変

貌す る な ど， 人々の価値観や考え方カ、 多様化す る 中 で

社会 シ ス テム の 変化や 知 識の ｜凍腐化が速い 今 日 ， 社会

人又は 職業 人 と し て 第一線で活躍す るた めに は， さら

に 今後一層の研熊カ、必要であり ま す 。 学窓を 去るに 当

た って ， 新 た な る 目標と不退転の決意 を 持って 生｝医学

？？の 社会へ山発 し て ください 。

とこ ろで， 西掛2000 年 ま であ と 10年， 節目の年 を 迎

えた わけでありま す が， 激動の8 0年代は ， 2 つの 大 き

な 問題 を われ わ れに 残 し た よ う に思い ま す 。 その 一つ

は ， ソiι 東｜札＂l [Jcjに おこった 民主化の嵐か ら， 改

め て社会杭治体制 のイlり）jカミ問われた ことであり ま す 。

そ し て 今一つは， 地球環境保全 と いう緊急課題であり

ま す 。 東欧の劇的な 変動は単純に社会主義の ！！＇.！.：北 と か，

資本主義の勝利を 立昧す る も の では あ リ ま せん。 申す

ま で も な し 今日 の凶側の 自由主義l主｜家の続消体制は ，

か つて の 資本主持続出体；Iii］ と は 本目的に 異な る も の で．

19-Lll：紀の社会主義者ーた ちが提起した 社会変市の 要素 を

！ム，i，包に 取 り込んだ惚合総消体制であり ま す 。 政治的l'.I
Filと民主主義 を 取 り戻 し た 東欧諸国の 目指 し て い る も

の も い わ ゆ る 資本主義ではな し 機能的な 社会民主主

義を 組み込んだ惚合経治体制であり ま しょ う 。 し か し

な がら， jJ.!:j 1l11Jの こ の杭消体ililJ も 地球上京地仙壊 と い う 大

き な ｜（本町に よって ， 転換 の必要に 迫 ま られ て お り ま す。

わか、回 を はじめ 西側の先進工業停lは， これま で無反省 に

物目的な 也かさを 追求 し ， 資ii�［ i良't：＇（的産業文明に 酔っ

て き ま し た が， 遂に 80年代後半に地球肌似の £�U克服壊

と い う 付け が廻って き た わ け であり ま す 。 さらに ， 新

興工業国や発展途上国 と い わ れ る 国々 ま で も 経済発展

の た め に 工業化に 一層の 努力 を 傾け て お り， わ が国
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からの 技術移転 な どを 強〈望んでい ると こ ろ も あり ま

す 。 この よ う な世界規模での工業化の進展は ， 地球環

境への 負荷 を 一層増大 さ せるこ と は 目に 見 えて お り，

自然環境は懐滅的 な 打撃 を 受け， 21世紀 に お ける人類

の 生存が危ぶ ま れ て お り ま す 。 こ の よ う な 事態は な ん

と し て も 避けなけれ ばな り ま せん。 し か し ， 工業化の

波 を 抑える こ と は 難しい と思い ま す 。 と す れ ば， 基

盤とな る科学技術 を 省 資源， 省エネ ルギー効 果 を 一層

高 める資源 リ サイ ク ル技術や ク リーン エ ネ ルギー開発

な どの自然環境に 優 し い新 し い 技術 を 実 用化す る と と

も に ， わ れ わ れ 人類の生活ノぞタ ー ン も 環境に マッチ し

た も の に 見直す こ とが重要で‘あり ま す 。 便利さ や利益

を 追求す る 科 学技術から人類生 き 残 りの 道 を 探る科学

技 術への 転 換 が， 次の 1 0年間に どこ ま で実 現出 来 る

か， 人類の運命 を かけた 課題である と 思 い ま す 。 ど う

ぞ皆さ ん， それぞれ の 職場 に お い て の こ の 問 題 に 真剣

に 対応 し ， 身近か な とこ ろ， 気のつ い た こ とから取 り

上げて ， 共 通 の 課題 の 解決に 積極的 に 取 り組んでほ し

い と 思 い ま す 。

さて ， この ところ好景気が続い た 当 然の 結 果と し て ，

深刻！な 入手不足を 招い て お り ま す 。 就職に 当 た って 求

人数の 多 い の に 驚いた こ と と思い ま す 。 し か し な がら，

産業構造の 変化や 人々， 特 に 若 い 人々の価値観や仕事

に 対す る考え方の 多様化な どに よって ， 選ぶ方 も 選ば

れる方 も 雇用に 関 する対応が従来とか な り変わ って き た

よ う に 思 わ れ ま す 。 市場や消費の 成 熟化， 商品の 多 様

化， ラ イフ サイ ク ル の 短期 化 な どに 対応 し て ， 多品種

少量生産化が進展するな か で， コ ス ト を 上げずに い か

に 付加価値 を 生みだす か に ， 企業は 日 夜苦慮 し て お り，

生産管理 シ ス テム の 電算化は も と より， ハー ドな 生産

技術よりむ し ろ コ ン ビュ ー タ ーソフ ト な どの 技術に 重

点が移って き ま し た 。 どの企業 も 薪い頭脳 を 生産 シ ス
テム や営業活動のソフ ト の 開発に つぎ込む傾向が強く

な っ て 来て い ま す 。 し た がって ， 企業は 雇用形態の 多

様化 を j止め る な か で＼生産性や 組織の 効率 を 追求する

た め に ， 年功序列司切‘ら能力主義に ， 終身雇用引から

使い1�iて主義に 移行する傾向が見られ ま す 。 1動く者 は

よはど強制な 精神力や体力， は っ き り し た 目的 意識 を

持っ て い な い と ， 組織に 所属す る う っ と う し き， 人 間

関係 の 煩わ し さ や， 自由 と 気ま ま の 許さ れ な い 責任 と

義務 に ひ し がれ て ， ド ロップア ウ ト し た り， 安易に 転

職 を す る は め に 陥い らさる を 得 ま せん。 一方 ， 企業

の 海外進出や外国企業 の わ が国への 参入など労働市場

や労働 環境の 国際化が進むな か で， 人々の職業や労働

- 3 -
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に 対する考え方 も 変わ っ て き ま し た 。 経済摩擦な どの 外
圧に も よ り ま す が， 労働時 聞の 短縮， ゆ と り と 生活の

重視， 高 齢化福祉への 準 備 な ど働く者 の マ イ ホー ム あ

るいは 個 人 中心主義が強 ま っ て 来 て い ま す。 し た が っ

て ， 生涯一つ の 仕事 に か ける と いう気概や企業の た め

という企業中心の 考 え方 な どの 意 識 は うすくな っ て お

り， 若者の 企業離れ も 増えて おり ま す。 も ちろん， 「何
か 」 を やるた めの条件， 理由又は 動 機 な ど， 目的意 識

を 明確に 持っ て 自立や転 職す る場 合は ， それ な りに 納

得 も 出 来 ま す が誰で も う ま くいくとは 限り ま せん。 報

酬や待遇の み を 追わず， 仕事 に 対す る倫理観 を 持っ て ，

仕事に 生 き がい を 見い出 し て ， 自己の 能力 を 考えて 慎

関 イ系

規 員。
0単身赴任手当 （ 人事 院 9 8 9) 2 . 15 

第11回入学試験管理委員会・第10回入学者選抜方法研

究委員会の合同委員会（ 2 月 2 日 ）

（審議事項）
(1） 平 成 2年度富山大 学入学者選抜 に おける 2段階

選抜 に ついて

( 2) 平 成 2年度富山大学入学者選抜 試験 の 検査場 に

つ いて

( 3 ) 平 成 2年度富山大 学入学者選抜学力検査 に 伴う

構 内整理要項 （ 案） に つ いて

(4 ) 平 成 2年度富山大学入学 試 験 問 題採点委員 に つ

いて （ 追加 ）

第 1回保健管理センター委員会（ 2 月 2 日 ）

（議 題）

(1) 次期保健管理セ ン タ 一所長 の選考に つ いて

第 1回教務委員会（ 2 月 6 日 ）

（議 題）

4 
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重に 行動す るこ と が 大切だ と 思い ま す。

本学 も 開 学 以来4 0年を 経過 し ， 約3万人 に 及 ぶ卒

業生を 社 会 に 送り出して 来 ま し た 。 好不況の 波 は あり

ま し た が， それぞれ の 時 代 に ふさわ し く経済， 社 会 活

動 に 積極的 に 従事 し ， わ が国 の 今 日 の繁栄や地域社会

の発展に 大きく貢献 し て ま いり ま し た 。 こ の 輝か し い

実繍 と 伝統 を 継承 し て ， 諸君 も 来るべ き21世紀 に おけ

る新 し い杜会の 建設 に 力いっ ぱい努 力 し て ほ し いと思

いま す 。 どうぞくれぐれ も 健康に 留意きれ， 大いに 活

躍さ れんこ とを 祈 念 し て ， 門 出に 当 た っ て の 銭け の 言

葉といた し ま す 。

法

(1) 

(2) 

d岳、
守司

平成 2年度非常 勤 講師任用計 画 に つ いて
その他

第4回大学院委員会（ 2 月 9 日 ）

（審議事項）

( 1) 平成 2年度富山大学大学院 人文科学研究科 （ 修

士課程 ） 入学試験合格者 の 判定に ついて

( 2) 平成 2年度富山大学大学院 理学研究科 （ 修士課

程） 及 び工学 研究科 （ 修士課程） 第 2 次入学 試験

合 格者 の 判定に つ いて

第5回黒田講堂管理運営検討委員会（ 2 月 9 日 ）

（議 題）

( 1) 黒田 講堂 の 管理運営 に つ いて

(2) その 他

第3回公開講座委員会（ 2月1 3 日 ）

（議 題）
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(1 ) 平 成 2 年度公開 講座の実施計画 に つい て

(2 ) その他

第14回評議会（ 2月16 日 ）

（審議事項）

(1) 平成 2 年度富山大 学教育専攻科 及 び 経済 学専攻

科 入 学者選抜試験合格者の 判定に ついて

(2 ）平成 2 年度富山大 学入学者選抜 学力検査 に 伴 う

構 内整理要項に ついて

(3) 富山大 学水素同位体機能研究セ ン タ 一 設立準備

委 員会要項の 制定に つい て

第6回事務協議会（ 2 月 19 日 ）

（議 題）

(1) 当 面 する諸問題に つい て

第8回補導協議会（ 2 月 19 日 ）

（審議事項）

(1) 平 成 2 年度入 学生行事 日 程 に つい て
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(2) その他

第6目黒田講堂管理運営検討委員会（ 2 月 27 日 ）

（議 題）

(1) 黒田 講堂 の 管理運営 に ついて

(2) その他

第2回保健管理センター委員会（ 2 月 27 日 ）
（議 題）

(1) 次期 保健管理セ ン タ 一所 長 の 選考に つい て

水素同位体機能研究センター設立準備委員会（ 2 月 28

日 ）

（議 題）

( 1) 委 員 長 の選出 に ついて
(2) セ ン タ 一規則 （案） に ついて

(3) セ ン タ 一長 及 び教官選考規則lj （ 案） に つい て

(4) セ ン タ 一長候補者 の推薦に つい て

(5) セ ン タ ー 教 官候補者の推薦に ついて

1.ua-e:副賞活泡岨官泡岨暗制緩司�咽

学 内 規 則
制師団町聴相臨相官閣時四田町田崎町田町田崎町田相田相＠

富山大 学水素同位体機能研究セ ン タ ー
設立準備委員会要項の制定

富山大 学水素同位体機能研究セ ン タ 一設立準備委 員会要項 を 次の と お り 制定する。

平成 2 年2 月 16 日

富山大学水素同位体機能研究センター設立準

備委員会要項

（設 置）

第1条 富 山大 学に ， 水 素同位体機能研究セ ン タ ー

（ 以下「セ ン タ ー 」 とい う 。） の 設立準備に関する重要

事項を 審議す るた め， 水素同位体機能研究セ ン タ ー

設立準備委 員 会 （ 以下「4二備 委 員 会 」とい う 。） を 置く。

（組 撤）

第2条 準備委 員 会 は ， 次の 各号 に 掲げる委員 で組織

する。

( 1) ト リ チ ウ ム 科 学セ ン タ 一長

( 2) ト リ チウ ム 科 学セ ン タ 一所属の 教授

富 山大 学長 大 井 信 一

(3) 理 学部長

(4 ) 理 学部から選出され た 教授

(5 ) 教育学部， 工学部及 び教養部から選出

され た 教授

(6) その他必要と認め る者

2 前項の 委 員 は， 学長が命ずる。

（審議事項）

3名

各 l名

若干名

第3条 準備委 員 会 は ， セ ン タ ー に 関す る次の 各号 に

掲げる事項を 審議 し ， 必要な措置を 行 う 。

(1) セ ン タ 一規則及 び セ ン タ ー 放射線障害予防規則

等 に 関 す る事項

(2) セ ン タ 一長 及 び教官の選考に 関 す る事項
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(3) 予算 に 関 す る 事項

(4 ）放射性同 位元素 の 使用許可に 関 す る 事項

(5) トリ チ ウ ム 科学セ ン タ ーとの 研究継続に 関 す る

事項

(6) その 他設立準備 に 関す る 必要 な 事項

（ セ ン タ ー長 等 の 推薦及び選考）

第 4条 セ ン タ 長 及び教官の選考は， 準備委員会 の

推薦に よ り 学長 が行 う 。

（ 議事及び運営 ）

第 5条 準備委員 会 に 委員 長を置 く 。 委員 長 は， 委員

の互選に よ る 。

2 委員 長 は， 準備委員 会 を招集 し ， その議長とな る 。

た だ し ， 委員長 に 事故 がある とき は， 委員 長があ ら

か じめ指名 し た 委員が その 職務 を行 う 。

3 準備委員会は， 委員 の 半数以 上が出席 し な けれ ば

開 会 で き な い 。

4 議事は， 出席者 の過半数を も って 決す る 。 た だ し ，

可否同 数の とき は， 議長 がこれを決す る 。

5 セ ン タ ーが 設置 さ れ た とき は， 準備委員 会の議決

事項をセ ン タ ーの 管理運 営機関 の議決事項とみな す0

6 その他準備委員会 の運営に 必要 な 事項は， 委員長

が定め る 。

（ 庶 務 ）

第 6条 委員会の 事務 は， 庶務部庶 務 課に おいて処理

報

す る 。

附 則

第316号

1 こ の 要項は， 平 成 2年 2月16 日 か ら実施す る 。

2 この要項は， 富山大学水素同 位体機能研究セン タ
ーが設立され た 日 に ， その効力を失う。

砂 富山大学水素同位体機能研究センター設立準備

委員会要項の制定理由

富山大学水素 同 位体機能研究 セ ン タ ーの 設立に 伴う

設立準備 委員会 に 関 し ， 必要事項を定め る 。

富山大学水素同位体機能研究センター設立準

備委員会要項の申し合せ事項

富山大学水素同位体機能研究セン タ ー （ 以下「新セ

ン タ ー」とい う 。） 設立の た め の 平 成 2年度本予算の 成

立及び国立学校設置法施行規則の一 部改正が遅れ る こ

とに よ り 新セ ン タ ーが平成 2年4月 1 日 に 設立さ れ な

い 場合， 平成 2年 4月 1日以 後 新セ ン タ ーが設立 さ れ

る ま での問， 平成 2年3 月 31日に お い て 富山大学水素

同 位体機能研究 セ ン タ ー設立ilf備委員会要項第2条第
1 項第1号 及 び第2 号の委員 であっ た 者に つい て は，

引き 続 き 第 6号の委員と し て その 職務を行 う も の とす

る 。

〈三〉
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尽蕊蕊蕊蕊蕊総ぷぷ総ぷ蕊泌総ね蕊ぬ蕊ぬぷおねぷ蕊ぶぷ蕊泌総�

盤巡凶�学内トピックス�

第1回富山県留学生等交流推進会議運営委員会が開催される

平成元年11月21日に設立された富山県留学生等交流

推進会議の第1回運営委員会が， 去る2月20日（火）富山

県民会館に おいて開催された。

まず， 問委員会の委員長に本学ィiiltt洋学生部長が選出

され， また， 幹事には， 富山県学術国際課長， とやま

運営委員会の第｜回会合で挨拶する向会議議長の大井学長

国際セ ン タ 一事務局長， 富山医科薬科大学学生課長 及

び本学学生課長の4氏が選出された。

次 い で， 委 員 会 は ， 当面， 留学生の宿舎問題 を 協 議す

る こ と と し ， 併せ て ， 留学生の生活実態等のア ン ケー ト

調査の実施や会報発行などに ついて申合せを行った。

今後の運営について協議する推進会議運営委員会

公務員採用試験に関する 講演会に130名が聴講する
グ

公務員を志望する本学学生を対象に， 公務員採用試

験， 任用制度ーなどについて情報を提供し， 同試験を受

験する際の必要な知識と心構えを身に つけさせるため，

平成2年2月23日（斜午後l時から経済学部201番教室

で， 公務員採用試験に関する講演会が開催された。 講

師に人事院中部事務 局第 二課長 松原 裕氏， 富山県

人事委 員 会事務 局任用課課長 代理 松井 清氏を 招へ

い し ， 国家公務 員 関 係 と地方公務 員 関係につ い て 講演

があリ， 出席学生が熱心に メモな どを とって い た。

多数の学生が参集し， 講演に聴き入る
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i本学留学生に「とやま名誉大使」の称号が授与される グ
工 学 部

工 学 部

ヰ正 東軍
ロハマ ド ビン

第316号

（ マ レ ー シ ア， 男）

フ ァ ケー

（ マ レ ーシ ア， 男）

富山県 を 広〈 海外へ紹介するた め， 富山県 が国 際交

流及び 国 際理解に 関 心が あ り ， こ れ に 貢献 し た 外国 人

に称号 を 授 与 し て い る「とや ま名誉大使」に ， 次の 本

学留学生 3名が， 去る 3 月23 日 闘 富山県庁で知事か ら

委嘱状と記念品が授 与きれ た 。 な お ， 委嘱期間 は 2年

で， 今後の活躍が期待きれ て い る。

工学研 究科 ペレズアルパレズルイ ス エドアル ド

富山大学経営短期大学部が残留学生の卒業で廃止となる

国立学校 設置法の一部 を 改正 する法 律 （ 昭和 61年法

律第26号） 附則第 3 項の規定に 基づ き 存続 し て き た 富

山大学経営短期大学部 （ 昭和 61年 度か ら 学生 募集 停止 ）

は ， 本年3 月， 2名の 学生 の卒業で学生 が い な く な る

こ とか ら ， 平 成 2年3 月31日 を も って廃止 さ れること

にな った。

（クアテマ ラ ， 男）

グ

経済学部東側玄関に， はめ込まれていたフレート

も近々外され， 保存が予定されている

�. 

人 事 異 動

異動区分 発令年 月日 氏 名 異動前 の 所属官職 異 動 内 容

昇 任 2 . 3 . 1 春 山 義 夫 講 師 （ 工学部 ） 助教授 （ 工学部 ）

退 職 2 . 2 .  28 本 田 善 彦 事務補佐員 （附属 図 書 館 ） 平成 2年2月27 日 限り 退 職 し た

II 小田木 治太郎 fl II II 

II 伊 藤 克 江 II II II 

辞 職 2 . 2 .  1 0  車圭 回 愛 美 II II 辞職 を承認する

2 . 2 .  1 5  長 多 玄 子 II （ 経理部主計課 ） II 

2 . 2 . 28 岡 本 一 雄 臨時 用 務 員 （ 教育学部 作業員 ） II 

fjt: 任 2 . 2 20 藤 回 宏 教 授 （工学部 ） 附属図書館長 ・ 評議員 （ ～4.2 . 19)

死 亡 2 2 . 2 1  古 谷 嘉 志 助教授 （ 工学部 ） 死 亡 （ 公務外）
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事�ι 4・

L富山大学国際交流事業基金による各種事業の募集要項の発表」
第 1種海外派遣事業（回

第2種外国人研究者の招へい事業（刈

第2種外国人研究者の招へい事業（回

第3種外国留守への奨学事業

第3種外国人留学生への奨学事業

外国人留学生への宿舎費補助事業
（富山大学国際交流後援会事業）

②

③

④

⑤

⑥

⑦
 

平成 2年度が 第 2 回 目とな る 富山大学国際交流事業

基金の 各種事業の 募集要項が， 去る 3 月 9 日 幽 開 催の

平成 元年度第 4 回 国際交 流委 員 会にお い て決定 さ れ，

学内に周知さ れ ま し た 。

な お ， 募集要項の 種別は， 次 の 7 つ に分か れ て お り ，

以 下にその 要項を 掲載 し ま す 。

① 第 1種海外派遣事業（利

平成2年度富山大学園際交流事業基金第1種海外派遣事業（利募集要項
ラ ス 以 下の で き るだけ低廉となる 運賃 を 利用する

も の とする 。） を 支給する。
申請手続

派遣 を 希望する 者は，

長 に 提出する。

(1) 申請書 （ 様式1) （ 略）

(2) 申請者調書 （ 様式 2 - 1～ 2  ) （ 略）
7 . 提出期 限

平 成 2年4 月28 日仕）ま でとする。

8 . 選 考

選考は， 富山大学国 際交流委員会が行 い，

巣は所属部局長 を 通じ申請者に通知する。

9 . 報告書の提出

派遣 者は， 帰国 後速やか に 派遣報告書 （ 様式 3 ) 

（ 略） を 学長に 提出する こ と。
1 0. その他

(1) 滞在費は， 遼寧大学が負担するた め支給しない。

(2) 支度料は， 支給 し ない。

次に掲げる書類 を 所属部局

その 結

6 .  

t乙，
国

富山大学 （ 以 下「本学」とし寸。） に おける 研究 ・

教育の 国際 交流推進の一 環と し て， 本学の教官 を そ

の 専攻する 学問分野 等 につ い て調査研究の た め に，

交流協定 を 締結 し た 遼寧大学に派遣する 。

2. 派遣対象者 及 び 予定者数

本学教官の 職に ある 者

3 . 派遣 期 間

3ヶ月以 内 とする 。

4 . 出発の 時期

平 成 2年6 月1 日 か ら 平 成 3年3 月31 日 ま での 間，

遼寧大学が受入可能な 時期 とする。

5 . 支給経費

国 内旅費

本 学か ら 国 際 空港 ま での 聞の 往復旅費 （ 鉄道賃 ，

日 当 及び宿泊料） を 支給する。

航空貨

国 際空港 を 起点とし た往復航空貨 （ エコノミーク

l名

1 . 趣

(1 ) 

(2 ) 

平成2年度富山大学国際交流事業基金第1種海外派遣事業（回募集要項
を 国 際交 流業務 について理解 を 深め， 又は同 業務 の

遂行 を 円滑に行うた め 締結 し た 大学若し くは 締結 し

ようとする海外の 大学に派遣する。

2 . 派遣対象者及び予定者数

本学の教職員 3名

1 . 趣 旨

富山大学 （ 以 下「本学」とい う 。） に おける研究 ・

教育 の 国 際交 流推進 の 一環と し て， 本学の 教官 等 を

その専攻する 学問分 野 等 につ い て 調査研究の た め に

海外に派遣 す る とと も に ， 本 学の 教 官， 事務 職員 等

9 
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3 . 派遣期 間

原則！と し て ， 2 週 間以内 とす る 。

4 . 出発の 時期

平成 2年6 月 1 日 か ら 平 成 3年3 月31 日 ま での 問

に出発可能な 者 とする 。
5 . 支給経費

支給額 は， 40万円を 限度とし ， 次に掲げ る 旅費 を

支給する 。 な お ， こ の 経費は外国出張の場合に 限 り

支給され， 海外研修旅行には支給きれ な し、。 し た が

って ， 必要な 旅費が支給額 を 超える 場合に は， 旅費

は本事業基金か ら 支給され る 経費のほか ， 国 （ 委任

経理金を 含む。） ， 外国 の政府関係機関， 図 際機関，

大学等 の 教育 関係機関， 公益法 人， その他の 公共的

機関か ら 支給され る こ とが必要である 。

(1 ) 国 内 旅費

本学か ら 国 際 空港 ま での 聞の 往復旅費 （ 鉄道賃，

日 当 及び宿泊料） を 支給す る 。

(2）航空賃

国 際 空港 を 起点と し た 往復航空賃 （ エコ ノミー

ク ラ ス 以下の で き る だけ低廉とな る 運 賃 を 利用す

報

る も の と する 。） を 支給する 。

(3) j帯在費

文部省在外研究 員規程で定め る 日 当 ， 宿泊料 を

支給する 。 ただ し ， 支給額が 限度額 を 超える 場合

は， 日 当 ， 宿泊料を 減額調 整す る ことができ る 。

第316号

6 . 申請手続

派遣を 希望する 者 は， 申請書（様式 4 1～2 ) 

（ 略）を 所属部局 長 に 提出する 。
7 . 提出期 限

平 成 2年4月28目的 ま でとする 。

8. 選 考

選考は， 富山大学国 際交 流委員会が行し＼その結

果は所属部局長を 通じ申請者に通知する 。
9 . 報告書の提出

派遣者は， 帰国 後速やか に派遣報告書 （ 様式5 ) 

（ 略） を 学長 に提出す る こ と。
1 0 . その 他

(1 )  支度料は， 支給 し な い ，

(2) 所属部局長 は， 申請者が複数の場合は推薦順位

を 付すこ と。

平成2年度富山大学国際交流事業基金 第2種外国人研究者の招へい事業（刈募集要項
1 . 趣 旨

富山大学 （ 以下「本学」とい う 。） に おけ る 研究・

教育 の 国 際交 流推進 の 一 環と し て ， 交 流協定 を 締結

し た 遼寧大学の研究者 を その専攻する 学問分野等 に

つい て 調 査研究の た め に ， 本学に 招へい す る 。

2. 招へい対象者及び予定者数

遼寧大学の研究者 l名

3. 招へい期 間

3ヶ 月 以内 とす る 。

4 . 招へいの時期

平 成 2年6 月 1 日 か ら 平 成 3年3 月3 1 日 ま での 間，

本学が受入可能 な 時 期 とする 。

5 . 支給経費

(1 )  国 内 旅費

本邦の出入港を 起点と し た本学ま での聞の 往復

旅費 （ 鉄道賃， 日 当 及び宿泊料）を 支給する 。

(2） 滞在費

滞在費 （ 日 当 及び宿泊料） は， 1 日 5,000円を

本学到着の 日 か ら 本学出発 日 の 前 日 ま での日数に

応じて 支給する 。

(3) 国 内視察旅行等 の 旅費

支給総額は5 万円を 限度と し て ， 本学か ら 目 的

地 ま での 往復運 賃 （ 鉄道賃， 車賃， 船賃等 ） を 支

給す る 。

6 . 申請手続

招へい を 希望す る 者 は， 次に 掲げ る 書類 を 所属部

局 長 に提出する 。

(1 ) 招へい申請書 （ 様式 6 - 1 ～2 ) （ 略）

(2) 招へい候補者 調 書 （ 様式 7 - 1 ～2 ) （ 略）

7 . 提出期 限

平 成 2年4 月28 日 仕） ま でとす る 。

8. その他

遼寧大学か ら 本邦 ま での往復旅費は， 遼寧大学が

負担す る た め 支給 し な い 。

ハU



平成2年3月発行 学 報 第316 号

平成2年度富山大学国際交流事業基金第2種外国人研究者の招へい事業（日募集要項
1 . 趣 旨

富山大学 （ 以下「本学」 と いう。） に おける研究 ・

教育の国際交 流推進の一環 と し て ， 日 本滞在中の若

名な 外国 人研究者（外国 に おおむね10年以上在住 し ，

現に その国の学界で活躍 し て いる 日 本 人研究者 を 含

む。 以 下同じ。） を 招へい し ， 本学の研究者 と の討議，

意見交換， 研究指導， 講演等 を 通 じて ， 本学の研究

・教育の発展に 寄与するこ と を 目的 と する。

2. 招へい対象者及び予定者数

( 1) 招へい対象者
イ 我が固 と の聞に 国交関係 のあ る国の国籍 を 有

する者
ロ． 日 本国籍 を 有す る者で， 外国に おおむね10年

以上｛1＇住 L， 現に その国の学界で活躍 し て いる

者

(2）予定一荷数 若干名
3 . 招へい期間

5 日間以 内 と す る。

4. 招へい時期l

平成 2年 6 月 1 日 か ら 平成 3 年 3 月3 1日 ま での聞

に 来学が可能な 者 と する。

5 . 支給経費

( 1)旅 費

日本凶内のift\={1：地から本学までの間の往復旅費

（ 鉄道Vi， 主ii. l'i：， 船1'i:， 航空n:） を 支給する。

(2) i·：；日d�

j帯:fr費は， l 日16 ,900 円（日 当 4, 200円， 宿泊

料 12, 700円 ） を 支給する。 た だ し ， 本学宿泊施設

を 利 用 する場合のi·:li {1＇.背は， l 日 1 1 , 200円 （ 日 当

4,200円， 宿泊料 7 , 000円 ） と する。

6 . 申請手続

外国 人 研究者の招へい を 希望する者は， 次に 掲げ‘

る書類 を 所 展部 局 長に 提出す る。

( 1 )  招へい申請書 （ 様式8 1 ～ 2 ) （ 略）

( 2) 招へい候補者 調書 （ 様式9 - 1 ～ 2 ) （ 略）

7 . 募集 及 び提出期 限

募集は， 前期 及び後期の2期 に 区分 し て 行 う も の

とする。 申請書等の提出期 限は， 前期 に あ って は平

成 2年4月28 日ω ま で と し ， 後期 に あ って は平成 2

年 7 月3 1 日（刈ま で と する。

8 . 選 考

選 考は， 富山大学国際交流委 員 会が行い， その結

果は所属部局長 を 通じ申請者 に 通知する。
9 . 報告書の提出

外国 人 研究者 を 招へい し た者は， 招へい期 間満 了

後， 速やか に 招へい報告書 （ 様式10 ) （ 略） を 学長

に 提出するこ と 。

10. その他

(1) 他の機関 か ら 旅費又は滞在費等 を 支 給され て い

る場合は， 滞在地 か ら の往復運賃のみ を 支 給 し ，

給与 を 受けて いる場合は， 5 . (1）に 準じて 旅費 を 支

給する。

(2) 同伴者の経費は， 負担 し な い。

( 3 ) 外国 人研究者が来学可能であ るこ と を 確認で き

る文書 を 既に 得て いる場合は， 申請書類に 添付す

るこ と 。

(4) 外国 人研究者の講演等 に 対す る謝金 を 必要 と す

る場合は， 招へい経費に 含め て 申請するこ と 。

平成2年度富山大学国際交流事業基金第3種外国留学への奨学事業募集要項
1 . 趣 旨

富山大学 （ 以下「本学」 と いう。） に おける教育 の

国際交 流推進の一 環 と し て ， 外国への留学 を 希望す

る本学の学生に 対 し ， 奨学のための学資金を 給付す

るこ と を 目 的 と す る。

2. 応募資格

( 1) 富山大学に 在籍す る学 生 （ 研究生， 聴講生等 を

除く。） で， 平成 2年度中に 私費で外国への留学 を

決定 （ 予定 も 含む。） し て いる者 と す る。

(2） 学業成績カ、優秀 で あ るこ と 。

3 . 支給学資金額

学 資 金 と し て10万円 を 限 度 と し て 支 給する。

4 . 支 給 方 法

学資金は， 原則と し て 渡航時に 一括支 給する。

5 . 募集 人 員

若干名

6 . 申請手続

学 資 金 を 希望する者は， 次に 掲げる書類 を 所属部

- 11一
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局 長 を 通じ学長 に 提出する。

(1 )  申請書 （ 様式1 1 - 1 ～ 2 ) （ 略）

(2）受入 れ大学等か ら の 受入れ を 承認す る文書

(3 ） 指導教官等 の推薦状 （ 様式12) （ 略）

(4) 前年度の 学業成績証明書

7 . 提出期 限

外固め大学等へ留学 し よ う とする 3ヶ月前 ま で と

報

す る。

8. 選 考

第316号

選考は， 富山大学国際交流委員 会カ、行い， その 結

果は所属部局長 に 通知 す る。
9 . 報告書の 提出

奨学生は， 帰国従速や か に 派遣留学生に 関 す る報

告書 （ 様式1 3 ) （ 略 ） を 学長 に 提出す る も の とする。

平成2年度富山大学国際交流事業基金 第3種外国人留学生への奨学事業募集要項
1 . 趣 旨

富山大 学 （ 以 下「本学」 と い う 。） における教育 の

国 際交流推進の一 環 と し て ， 外国 人 留学生に 対 し ，

奨学の ため に 学資金を 給付するこ と を 目的 と す る。

2. 応募資格

本学に 在籍す る外国人 留学生で， 次に 掲げる要件

を 備えた者 と する。

(1) 経済的な理由に よ り， 学費の 支弁が困難で、あ る

こ と 。

(2) 学業成績 が優秀 で、あ るこ と。

3 . 支給 学資金額

学 資金 と し て月額 1 万円 を 支 給 す る。

4 . 支 給方法

(1) 学 資 金の 支給 日 は， 毎 月 20 日 と し ， 当 日 が 日 曜

日 等 に よ り 支給で き な い場合は， 翌 日 以降の 支 給

で き る 日 と する。

(2) 支給期 間内 に おいて ， 支 給 日 以 前 に 本学 を 離 れ

帰国 の 途に 着く等 に よ り 本学に戻 ら な い場合は，

当 該月及び翌月以降は支 給 し ない。

5 . 支給期 間

平成 2年4 月 1 日 か ら 平成 3 年 3 月31 日 ま での 1

年 間 と す る。 た だ い 勉学状況等 で学資 金 を 支給す

るに ふ さ わ し くな い と 判断 さ れ た と き は， 奨学期間

中であって も ， 学 資 金の 支 給 を 停止するこ と が あ る。

6 . 募集 人 員

1 2名以 内 と す る。

7 . 申請手続

学 資 金 を 希望する者は， 次に 掲げる書類 を 所属部

局 長 を 通 じ学長に提出す る。

(1 )  申請書 （ 様式14 - 1 ～2 ) （ 略）

(2) 指導教官等の 推薦状 （ 様式1 5 ) （ 略）

8 . 提出期 限

平成 2年 5 月 10 日 （本） ま で とする。

9. 選 考

選考は， 富山大学国際交流委員会が行い， その 結

果は所属部局 長 に 通知する。

平成2年度外国人留学生への宿舎費補助事業募集要項
（平成2年度富山大学国際後援会事業）

1 . 趣 旨
富山大 学 （ 以下「本学」 とい う 。） における教 育 の

国 際交 流推進の一 環と し て ， 外国 人 留学生が本学 の

留学生会館 に 入居で き ず民聞 の 宿舎 （ 借間， 下宿，

アパー ト， マ ン ショ ン を い う 。 以 下同 じ。） に 入居し

た場合に ， 入居時 に おける宿舎費の 負担 を 軽減す る

ため， その 経費の一部 を 補 助す るこ とを 目的 とする。

2. 応募資 格

本学 に 在籍す る外国 人 留学生で， 民間 の 宿舎に 入

居 し た者 とする。
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3 . 支給金額

宿舎費補 助 と し て ， 入居時に 3 万円 を 支給す る。

4. 申請手続

宿舎費補 助 を 希望する者 は， 平成 2年 5 月10 日 （本）

ま でに 外国 人留学 生宿舎費補 助申請書（様式1 6 )

（ 略 ） を 所属 部局 長 を 通 じ学長 に 提出する。

5. 選 考

選考は， 富山大学国際交流委員会が行い， 富 山 大

学 国 際交 流 後援会の理事会の 承認 を 経た上て＼ その

結果を 所属 部局 長 に 通知する。

以 上



平成2年3月発行 井比弓ー 報

平成2年度文部省在外研究員派遣者の決定
主たる滞荘地名及び、当

十E r良 部局名 職 名 氏 名 該滞在地の属する国名 調査研 究題目
並びに派遣先の機関名

ノ〈 ミンカボム
工 学 部 助 手 山田 茂 （連合王国）

合成多結品ダイヤモンド工具の切

長期（甲）
ノ〈ーミンガム大学

削性能と摩耗機構に関する研究

経済学部

シャンベ ン

教 授 榊原 英夫 （アメリカ合衆国）
欧米におけ るインフレーション

イリノイ大学
会計

経済学部 助教校

ュ ヨ ク

志津田一彦 （アメリカ合衆国）
海事先取得権・抵当権（船舶担保

初 期
コロンビア大学

物権）の比較法的分析

ジュ不 フヤ

教養部 教 授 中越 �I�方 （スイス） 代数｛本 の類数の研究
ジュネーブ大学

オソクスフォ
超低温核整列の核磁気共鳴法によ

若手教官 理学部 助 手 西村 克彦
（連合五回）
オソクスフォード大学

る希土類金属間化合物の磁性の研

ク ラ レ ン ド ン 研究所
ポアLc 

平成2年度文部省内地研究員派遣者の決定
所 属 職 名 氏 名 研 究 場 所 研 究 課 題

教 養 部 助教授 江上 繁樹 立 教 大 学 対称空間 の セ、、ー タ 関数 の解析的性質の
研究

経消学部 助教授 小倉 利丸 東京外国語大学 現代資本主義分析の た め の 方 法論的諸
l'Jlj提の研究

経済学部 助教授 相j幸 吉晴 東 北 大 学 国際取引における銀行保証

第316号

派1宣期間

平成2年10月22日

平成3年8月21日

平成3年3月 16日

平成4年1月 15日

平成2年9月 1 日

平成2年10月31日

平成2年9月4日

平成2年11月 3 日

平成2年 6月1日

平成3年3月31臼

派 遣期 間

平 成 2年5 月 1 日

平 成 3 年2月28 日

平 成 2年9 月 1 日

平成 3 年2月28 日

平成 2年9 月 1 日

平 成 3年2月28 日

1 3  
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し平成2年度富山大学入学試験が実施される」

平成2年度富山大学入学者選抜学力検査等が， 去る

3月4日(I干）・ 5日（月）の両日にわたり笑施された。

第1日目は， 早朝小雨がぱらついたが， 日中は晴れ

間ものぞく穏やかな天候になり， 交通渋滞等による遅

刻や事故等もなく， 2日間の日松を無事終了した。

今回は， 新設なった黒白講堂が， 受験者・ 父兄等の

控室として始めて利用され， 好評を肉した。

両日の受験対象者7,864名（男5,578名， 女2,286

．受験状況

名）のうち7,104名ヵ、受験し， 欠席者は760名， 欠席

率では9.7%となり町二年（8.7%）よI）若干欠席者が

明えた。

合格者の発表は，

本人にも進知される。

なお， 理学部物理学や｜において， 定員 守｜；官i保0i1 2 

次非集（募集人員12名）が行わj L， その合格発表は，

3月31日(I：）正午に行われる。

3 H 20日（’大）午後1 K寺本学で行わj L, 

邑一5・ 古Ii 人文学部 教育学部 *f i汽学古｜； 理学部 工学部 { 入I 

志 願 者 数 674名 1,299名 2,471名 1,092名 2' 328?', 7 ,864,f, 

受 験 者 数 606名 1,220名 2,216�ノ1 978名 2,084:f, 7' 104:{', 

欠（一部席欠を荷含む数） 68,f, 79?', 255名 114名 244?', 760；？う

欠 ！市 ヰ｛ 10.1% 6.1% 10.3% 10.4% 10.5% 9.7% 

九
日 上表には， 人文学部， �.fc i内ザ：古｜；， 月f＼＇.＇／：音｜；，

等を含んでいない。

正門から試験室へ向う受験生て－膨れあがった

メインストリー卜

工’7：百｜；の推1r1i入守＼帰lEJ:f-女・ti：会人特別選抜の志願者数

控室として開放された黒田講堂内会議室

14 -
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教養部長に大苔教授が再選される
大谷重彦教養部長の 任期 が， 平成 2年 3月 31 日 で 満

了す る ことに 伴い， 教 養部教授会は ， 去る 2月 14 日制

に 次期教養部長候補 者 の 選挙 を 行った。

その 結果， 現職の 大谷重彦教授ヵ、再選さ れ た。 任期

は 平成 2年 4月 1 日 か ら 2 年間。

大谷教授は ‘ 昭和 29年 3月 京 都大学（旧制 ） 文学部

文学科独文専攻 を 卒業， 引 き 続 き 、 昭和 30年 3月 ま で

京都大学大学院に 在学， 昭和 33年 4月 か ら富山大学文

理学部講師， 昭和 39年 3 月 文理学部助教授とな り ， 昭

和 42年4月教養部発足と同 時 に 教養部助教授に 配置換

とな り ， 昭和 46年 4 月 教養部教授に 昇任さ れ， 現右手に
至って い る 。

な お ， こ の 間， 昭和 60年4 月 か ら富山大学評議員を

併ff：， 昭和 63年 4月か ら教養部 長 を 併任さ れている 。

担 当 は ， ドイツ語， 62オ。

保健管理センタ一所長に理学部風巻教授が選出される
filiW. 保彦保健管理センタ一所長の 任期 満了に 伴う 次

期 保健管理センタ一所長候補 者 の 選考は ， 半成 2年 2

月 27 日（火）開催の 第 2凪保健管理センター委員会に お い

て， 推1r1tのあった風巻紀彦教技（理学部）が選出され

fこ。

任期 は ， 平成 2 年 4月 l 日か ら 2年間 。

風巻教技は ， 昭和40年 3M北海道教育大学 を 卒業， 昭

和42年 3 H東北大学大 学院修士課松修了， 昭和 42年 4

月東北大学理学部助手， 昭和 48 年 4月東北大学教養部

助教授， H百千[15 3年 4月広山大 学理学部教技とな り ， 現

イ1に至って い る 。

担 当 は ， 数理統計学， 49オ， 理学博士。

教育学部附属学校 （園）長が改選される
教育学部附属 小学校長， 問中学校長， 同 養 護学校長，

l立 び同幼稚園長 の 任期 が， 平成 2 年 3月3 1 日 で満了す

る こ とに 伴し＼教育学部教授会 は ， 去る 2月 14 日（ぶ）に

次期 附属 学校園長候補 者 の 選挙 を 行った。 その 結果，

附属 小学校長候補 者 に 宗 孝文教授を 再選， 問中学校

長候補 者 に 中川 昨教授を 再選， 同 養護学校長候補者

に 新井文男教授を 選出， 同幼稚園長候補者 に 岸井勇雄

教授が選出さ れた。

新井文男教授， 岸井勇雄教授は新任， 他の 2名は 再

選とな り ， 任期 は， 平成 2 年 4 月 1 日 から 2 年 間 。

新任の新井文男教授は ， 昭和 34年3月東 京 芸 術大学

音楽部 を 卒 業， 公立学校教員を 経 て ， 昭和48年 4月 富

山大学教育 学部講師， 昭和5 1 年 6 月 教育 学部助教授，

平成 元年4月 教育 学部教授とな り ， 現在に 至って い る 。

担 当 は ， 声楽＇ 5 4才。

岸井勇雄教授は ， 昭和 30年 3 月 東 京 大学教育 学部 を

Fhd
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卒業， 昭和 34年 3 月 東 京 大学大学院人文科学研究科 修

士課程， 昭和37年 3 月同 研究科博士課程単位取得退学，

公立学校教員 ， 文部 省 初 等 中等教育局幼稚園課教科調

宗 附属小学校長

新井 附属養護学校長

報 第316号

査官 を 経て ， 昭和63年 4月 富山大学教育学部教授とな

り ， 現在に 至 っ て いる。

担 当 は， 幼 児教育， 58オ 。

中 川 附属 中 学校 長

岸井 附属幼 稚 園 長

教育学部附属教育実践研究 指導センタ ー長に
佐 々 木教授が再選される

佐々 木光三教育学部附属教育実践研究指導 セ ン タ ー

長の任期が， 平成 2年 3月 3 1 日 に 満 了 す る こ と に 伴い，

教育学部教授会は ， 去る 2月14日 附 に 同 セ ン タ ー長候

補者の選挙 を 行った 。

その結果， 現職の佐 々 木光三教授が再選 さ れ た 。

任期は， 平 成 2年 4月 1 日 か ら 2年 問 。

ハり
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平成元年度全国 公務員 レ ク リ エ ー シ ョ ン共同行事
富山地 区 ボ ウ リ ン グ大会が開催される

平成元年度 全 国 公 務 上i レ ク リ エ ー シ ョ ン 共 同 行事富

山地区 ボ ウ リ シ グ大 会 が， 去 る 2 H 17 日 （ ｜）富山ゴー ル

デ ン ボ ウ ル に お し 、 て 開催さ れ た 。 大 会に は 1 2事業所か

ら 計1 9 チ ー ム の 参 加 が あ り ， 本 学か ら は 3 チ ー ム が出
場 し ， B チ ー ム の 土 肥｜桂三選手 （ 経消学部） ヵ、個 人 4

位 と 健 闘 し た が， 団体戦 では 、 惜 し く も 上位 入 賞 は な

らな かった 。

な お 、 団体戦の成績 は 次 の と お リ で し た 。

優 勝 富山医科薬科大学 A チ ム

次 勝 富 山食 撞 事 務 所 A チ ー ム
3 位 中 部 運 輸 局 富山陸 連 支 局

海 外 渡 航 者
iJ!t�えの 的安（（ fiJr 11-五 1伎 氏 名 波 骨IL 先 国 目 自ワ 期 間

イ ン ド ネ シ ア 国立ノ、サ ヌ デ イ 2 . 2 26 海 外 研 修 教育学部 』1J 子 結城 善之 イ ン ドネ シ ア共和 国 ン 大学 と の研究協 力 及 び プ ロ

/jK ィーl ジ ェ ク ト に 関 す る 協議 ・ 資料
収集 2 .  3 7 

学 位 取 得 者
宇 佐取得者－ ト リ チ ウ ム科学セン ター 講師 松 山 政夫
ザ： 位の干承知 工学問ー� ! : （ 名 ·r.'.1屋 大学 ）

取得年月 H 平成 2年 3 月 8 日

学：位論文 名 金属 及 び般化物に 対す る ト リ チ ウ ム の 岐

着 一 脱離に 関 す る 研究

f学位取 得者 理学部 助 手 笠原一也

学位の種類 理学 博士 （ 北 海道大学 ）

取得年月 日 平成 2年 3月24 日

学位論文名 ピ リ ジ ル ア ゾア ミ ノ フ ェ ノ ー ル コ バル ト

錯体等との イ オ ン 会合 を 用 い る 分 離分析
法の研究

平成2年春の全国交通安全運動の実施
（ 目 的 ）

本 運動 は ， 国 民一 人一 人 に 交通安全知 識 を 普 及 し ，

交通安全思想、 の 高械 を 図 る とと も に ， 正 し い 交通 ル

ー ルと交通マ ナ ー の実践 を 習慣付け る こ とに よ り ，

交通事故 防 止 の 高 揚 を 図 る こ とを 目 的 と す る 。

（期 間 ）

平成 2 年 4 月 6 日 後）～ 4 月 1 5 日 （日） ( 1 0 日 間 ）

（運動 の 重 点 目 標 ）

1 子供と高齢者 の 歩行中， 自 転車 乗 用 中の 交 通事

故防止

2 . 若年運転 者 に よ る 無謀運転 の 防 止

3 . 正 し い 方法に よ る シ ー ト ベ ル ト ， ヘ ル メ ッ ト の

着 用 の徹底

円／
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言ト 報

工学部 古谷 嘉志助教授 逝去

工学部助 教授古 谷嘉志先生 が， 平 成 2年2月21 日 心

不全によ り ， 富 山 赤十字病 院で死去 き れ ま した。

享年57オ。

古 谷先生は， 昭和32年3月東京工業大学大学院理工

学研究科修士課程応用力 学専攻を修 了 後， 同年5月本

学工学部助手， 昭和36年4月同 講師， 昭和38年8月同

助教授に就任 き れ， 教育 ・ 研究に従事 さ れ ま した。

先生は， 人 格 円 満で識 見 も 高 く， 卓 越した教育 者 ・

研究者 と して， 昭和32年5月工学部に奉職以 来32年有

余の 永 き に わ た り ， 終始， 熱意 と 温情を も って ， 学部

学生 ・ 大学院生 の 教育 ・ 指導 に あ た ら れ， 多数の有為

な 高度 技術者 ・ 研究者の育成に 大 き く 貢献 さ れ ま し た 。

先生 の 専 門 分野は， 応用 数学 （ ス テ フ ァ ン 問題， 拡

散方程式 及 び計算法 ） で， 「Variational Primciple of 

Melting Elastic Solid」 ほ か 多数の論文 を 発表 さ れ，

学会及 び関 係者か ら 高く評価 さ れ て い ま し た 。

工学部は， 平 成 元年度 及 び平 成 2年度 の 両年度にわ

た リ 学利改組 を 行 う 等， 科学 ・ 技術 ・ 生産 の お： し い進

歩 と 発 展 に 対 応 し た 教育 ・ 研究体制 の構築 の 柿 に つ い
た と こ ろ であ り ， 教育者 ・ 研究者 と し て 有能 な 先生 を

失った こ とは 誠 に 残 念 であ リ ま す 。

こ こ に， 先生の御冥福を祈 I） ， 謹 ん で哀悼の 意を表

し ま す。

経済学部 島 十 四 郎教授 逝去

経済学部教授島 寸 四 郎先生が， 平 成 2年3 月 17 日

肺機能不 全 に よ り ， 富山県立中央病院で死去さ れ ま し た。

享年64オ。

島 先生 は， 昭和29年3月東京 大学法学部を卒業 後，

研究を深めるべ く 同学部に 学士入学 され， そ の 後， 昭 和

36年4月東京大学法学部助 手， 昭 和40年1月熊本大学

法文学部講師， 同年10月同 学部助 教授， 昭和46年8 月

同 学部教授， 昭和51年4 月 筑波大学社会科学 系教授を

経 て ， 平成元年 4月 富山大学経済学部教授に 就 任さ れ，

こ の 間， 教育 ・ 研究 の両 面 に わたって 尽 力 さ れま し た 。

先 生は， 富 山 大学在職 l 年 足 ら ずに も か か わ ら ず，

その 卓越 し た識見 と 教育者， 研究者 と し て の豊富 な 経

験 に よ り学生のみな ら ず， 教職 員 か ら も 恩師の よ う に

尊敬さ れ， 常 に j且顔 を も っ て 後進の指導 に 尽さ れ ま し

fこ 。

先生の専 門 は， 商法学で， 30数年間に わたって数 多 く

の研究業績を上 げ ら れ， 学界 は も と も り各 界 に お い て

も 高 く 評価 さ れ て い ま した。

経済学部は， 現在， 大学院修士課税設置 に 向 け て 準

備中であ り ， こ の 面 で も 既 に 筑波大学等の教授 と し て

直接携 わって こ ら れ た 先生 を 失った こ とは ， 誠 に 残 念

であ り ま す 。

こ こ に， 先生 の御冥 福 を 祈 り ， 謹 し ん で哀悼 の 意 を
表し ま す 。

。。
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関線総蕊蕊ぶ蕊熱、蕊蕊�際総隊、
ト 隠ぷ�ぬ�

L国家公務員の交替制等職員の週40時間勤務制の試行について」
週40時 間 と す る 勤務制 を 笑施 す る も の と し た 場合に

お け る 問 題点 の把握 及 び必要 な 対策 の検討に 資す る こ

と を 目 的 と し て ， 週40時間勤務制の試行が実施 さ れ ま す 。

1 試行対象職員

閉 庁 機 関 に 勤務す る 交 替制職 員 及 び開庁機関 （ 土

曜 閉 庁 を 実施 し て い な い 機関 ） に 勤務す る 教職 員

（ 非常勤職員 を ｜徐 く 。） が対 象 と な リ ま す 。 た だ し ，

附属学校 の 教 員 に つ い て は ， 学校週 5 日 制 の調査研

究 を 実施す る 学校 の 教 員 が対 象 と な り ま す 。

2 試行実施期間

平 成 2 年 4 月 1 日 か ら 、v： 成 3 年 3 月 30 日 ま での間，

国立大学等の機関 を 前 半 ・ 後半の 2 グルー プ に 分 け ，

機関単位に 26週間 試行が実施 さ れ ま す 。

本学は， 前半 グルー プ と な り ， 平成 2 年 4 月 1 日

か ら 平成 2 年 9 月 29 日 ま での 問 実施 さ れ ま す 。

3 試行 の 実施方法

試 行 は ， 職務専 念義務 の 免 除 の 方法に よ り 実施 さ

れ， 職務専念義務 の 免 除 は ， 4 週間 ご と に 職 員 の 勤

務 時 間 に つ い て 1 週 間 当 た り 2 時 間 の 割 合 で 行 わ れ

ま す 。

な お ， こ の場合に お い て ， 職 員 の 各割振 り 単位期

間 に お け る 勤務 を要 し な い 日 の 日 数 と ， 1 日 の勤務時

聞 の すべ て に つ い て 職務 に 専 念 す る 義務 が 免 除 さ れ

る 日 の 日 数 と の合 計 日 数が， で き る 限 り ， 1 週 間 当

た り 2 日 の割合 と な る よ う に 努 め る も の と さ れ て い
ま す 。

二単身赴任手当の新設について」
平 成 元年給与法 の 改正 に 件’ い ， 支給要件該 当 者 に 対

し て ， 平 成 2 年 4 月 分 か ら 単 身 赴 任手 当 カ、 l: 給 さ れ る

こ と に な り ま し た 。

支 給要件等 は ， 次 の と お り です の で， 該 当 す る 職 員

は， 各部局 （ 謀 ）庶務担 当 係 へ届 け 出 て く だ さ い 。

1 支給 要件

官 署 を 異 に す る 異動等 に 伴 い 転居 し ， や む を 得 な

し 、 事情 に よ り 同 居 し て い た 配偶 者 と 別 居 し ， 単 身 で

生活す る こ と を 常 況 と し ， 次 の ��i 離制 限 を 満 た す職

員

2 距離制限 と 支給額

（ 職 員 の住居 と 配偶 者 の 住 居 と の 距離）
60kr『l 以上lOOkm 未満 月 額 20 , 000円

lOOkm 以上300km 未満 II 24 , 000円

300km 以上500km未満 II 28 , 000円

500km 以上700km 未満一 II 32 , 000円

700km 以上1 , 000未満 II 35 , 000 円

l , OOOkm 以 上 II 38 , 000円

QJ
 



平成2年3月発行

〈住所変更〉

経済学部
講 師 西 村 秀 一

講 師 長谷 川 F量

職

A比・チ

員 j南

報

，息

工学 部

文部事務官 加 藤 尚 弘
（庶 務 係）

第316号

主 要 行 事

員会（於：富山県民会館）

本 部｜ 22日 国際交流委員会学術交流部会

23日 公務員採用試験に関する講演会（於：経済

2月1 日 第6回会計係長会議 学部）

2 日 第1 1回入学試験管理委員会・第10回入学者 23～24日 臨時東海・北陸地区国立大学事務局長会議

選抜方法研究委員会の合同委員会 （於：三重大学）

第 1 回保健管理センタ一委員会 27日 第6回黒田講堂管理運営検討委員会

5～13日 平成元年度学内会計監査 第Z回保健管理センタ一委員会

6日 第 1回教務委員会 28日 水素同位体機能研究センタ一設立準備委員

8 日 部課長会議 £ 
、

9 日 第4回大学院委員会

第1 1回部局長懇談会

第5回黒田講堂管理運営検討委員会 ｜人 文 品ーチ同 部
1 3日 第 3回公開講座委員会

16日 第14回評議会 2月1 日 人文科学研究科入学試験

1 7日 全国公務員レクリエーション共同行事富山 5日 学内会計監査

地区ボウリング大会（於：富山ゴールデン 7 日 教授会

ボウlレ） 人事教授会

19日 第6回事務協議会 人文科学研究科委員会

第 8回補導協議会 9日 人文科学研究科合格者発表

第4回授業料等減免選考委員会 14 日 事務連絡会

20日 第1回富山県留学生等交流推進会議運営委 15日 後学期授業終了

- 20 -
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1 6 日 授業時間割 担 当 者会議 1 9 日 係 長 会議

1 9 日 係長 会議 20 日 係長 会議
21 日 教授会 2 1 日 学部入学方 法検討委員 会

人事教授会 23 日 学部将 来構想検討委員 会

人文科学研究科委員 会 26 日 学部教務 委 員 会

22 日 事務連絡会 人事教授会

学部将 来計画委員 会 教授会

教 育 学 ｜ 理 学 部

2月 1 日 大学院設置準備検討委員 会 2月 5 日 学 内 会計監査

2 日 附属小学校 入学者第 l 次選 考 （ 発育検査 ） 5 ～ 6 日 理学研究科 （ 第 2 次） 入学試験

3 日 教育専攻科 入学者選抜試験 7 日 教授会

4 日 附 属 中 学校 入学者第 1 次選考 （ 学力検査 ） 理学研究科委員 会

5 日 カ リ キ ュ ラ ム 委 員 会 人事教授会

6 日 紀要編集委員 会 9 日 理学研究科合格者発表

附属小学校 第 2 次選 考 （ 抽選） 1 4 日 事務連絡会

7 日 人 事教授会 後学期授業終了

8 日 附 属 中 学校 第 2 次選考 （ 抽選 ） 1 9 日 係 長 会議

1 3 日 大学院設置 準備検討委員 会 22 日 事務連絡会
14 日 情報教育課程運営委 員 会 27 日 入試改善委員 会

学部教務 ・ 補導合同委員 会 28 日 学部将来計画委員 会

学部教務委員 会 人事教授会

教授会

1 6 日 附属養護学校教育実践研究会

1 7 日 教育専攻科合格者発表 ｜ 工 品号同ー 音日

2 1 日 人事教授会

23 日 情報教育課程運営委員 会 2月

26 日 情報教育課程運営委員 会 l ～ 2 日 大学院工学研究科 （ 第 2 次） 入学試験

学部将 来計画委員 会 2 日 機種選定委員 会

7 日 工学研究科委員 会

学部 入学試験検討 委 員 会
経 済 品ーチ同

機種選定委員 会
8 日 学 内 会計監査

2月 2 日 経済学専攻科 入学試験 9 日 学科主任会議

経済学専攻科選考 委 員 会 大学 院工学研究科 （ 第 2 次） 合格者発表

7 日 学部教務委員会 1 3 日 学部教務委員 会

8 日 学部入 学方法検討委員 会 機種選定委員 会

人事教授会 1 4 日 教官要覧編集委員 会

教授会 教授会

9 日 学内 会計監査 工学研究科委員 会

1 0 日 後学期授業終了 専 任教授会

1 7 日 経済学専攻科合格者発表 1 5 日 北陸信越工業教育協 会 富山県 支部講演 会

- 2 1 一
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1 5 ～ 16 日 北陸地区 国立大学工学部事務長 懇談 会

1 7 日 機種選定委員 会

27 日 学部図書委員 会

部

2 月 6 日 学 内 会計監査

7 日 補導委員 会

人事教授会

教授会

14 日 教養部長候補者選挙

教授会

教官定 員 配置 検討委員 会

後学期授業終了

1 5 日 教授会

28 日 人事教授会

2 月 1 日 係長事務打合せ会

5 日 第 9 回 附 属 図 書館商議会

9 日 学内会計監査

21 日 第 8 回 学術情報 セ ン タ ー ・ シ ン ポ ジ ウ ム

（ 於 ： 京 都 市 国 際交 流会館 ）

22 

報
ト リ チ ウ ム科学セ ン タ ー

2 月 9 日 R ・ I 教育 訓 練講演会

1 3 日 学 内 会計監査

1 5 日 R · I 特別 健康診断

｜ 地域共同研究 セ ン タ ー

2 月 6 日 三重大学関係者視察

第316号

20 日 地域共同研究セ ン タ 一運営委員 会

｜ 保健管理セ ン タ ー

2 月 2 日 第 I 回保健管理セ ン タ ー委員 会

1 4 日 臨 時健康診断 （ 教育学部 及 び教養部 ス キ ー

実 習 参加 者 ）

27 日 第 2 回 保健管理セ ン タ 一 委 員 会
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隊総総ぶおぶ�泌総総泌総泌総�潟、憶測

隊総齢、対 資 料 隠滅総ぶ
平成元年度富 山大学卒業 （修了 ） 者数

（専 攻 科）（学 部）
A寸Uー． 部 学 科 （ 課程） 卒業者数

人 文 学 科 98 

人 文 学 部 三口五口 学 文 A寸tー． 科 87 

言十 185 

小 学 校 教 員 養 成 課 程 133 

中 学 校 教 員 養 成 課 程 42 

教 育 学 部 養護学校教員 養成課程 18 

幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 28 

五十 221 

経 済 学 科 1 18 

昼間主 経 営 学 科 1 28 

コ ー ス 経 営 法 学 科 79 

計 325 

経 済 学 部 経 済 学 科 13 

夜間 主 経 営 学 科 1 6  

コ ー ス 経 営 法 学 科 14 

5十 43 

計 － 368 

数 学 科 49 

物 理 学 科 26 

化 学 科 42 
理 学 音E

生 物 学 科 30 

I也 球 科 戸－f: 科 29 

三十 176 

電 主t 工 学 科 52 

工 業 化 且寸ん- 科 48 

金 雇1 工 寸』dー' 科 46 

機 械 工 学 科 53 
工 学 音日

生 産 機 械 工 学 科 48 

イヒ A寸uー， 工 ぷ寸比ー 科 41 

電 子 工 寸.，.，，.ー 科 36 

計 324 

ム口、 5十 1 , 274 

専 攻 科

教 育 専 攻 科

攻 ｜ 修了者数
専 攻 ｜ 4 

専

教 育

計 4 

（大 学 院）

研 究 科 専 エ文 修了者数
日 本 ・ 東洋文化専攻 7 

人文科学研究科 西 洋 文 化 専 攻 3 

言十 10 

数 ：品子.,,. 専 攻 4 

物 理 学 専 攻 1 4  

化 品寸tー． 
専 攻 5 

理 学 研 究 科
生 物 学 専 攻 3 

地 球 科 学 専 攻 8 

計 34 

電 気 工 学 専 攻 9 

工 業 化 学 専 攻 8 

金 属 工 学 専 攻 9 

機 械 工 学 専 攻 8 
工 学 研 究 科

生 産 機 械 工 学 専 攻 1 0  

化 学 工 学 専 攻 7 

電 子 工 学 専 攻 9 

計 60 

ム口、 言十 104 

（経営短期大学部）

学 攻 卒業者数科 専

経 営 学 科 ｜ 経 営 ・ 管 理 専 攻

5十

2 

2 

合計 1 , 384名

qu
 
つ臼



川市 町W N 判 ω 温 減 4 4 中E 描

年
度

富
山

大
学

学
年

暦

学
教

養
音E

経
済

学
部

授
業

関
係

等
全

学
部

（夜
間

主
経

済
学

部
人

文
学

部
教

育
学

部
昼

間
主

コ
ー

ス
理

弓主主Zム．
 

音日
工

寸,tl ゐ ー
部

期
コ

ー
ス

を
除

く
）

夜
間

主
コ

ー
ス

夜
間

主
コ

ー
ス

授
業

4
月

11
日

（本
）～

4
月

11
日

休
）～

4
月

13
日

樹
～

4
月

5
日

（ね
～

4
月

9
日

（月
）～

4
月

13
日

幽
～

4
月

13
日

樹
～

7
月

17
日

（火
）

7
月

17
日

（火
）

7
月

12
日（

木）
7

月
11

日
休

）
7

月
14

日
仕

）
7

月
12

日
（木

）
7

月
12

日
（本

）

前

夏
季

休
業

7
月

18
日

(7}c）
～

7
月

18
日

休
）～

7
月

13
日

樹
～

7
月

22
日

（日
）～

7
月

16
日

（月
）～

7
月

13
日（

剣
～

7
月

13
日

（斜
～

8
月

31
日

制
8

月
31

日
掛

8
月

31
日

掛
9

月
2

日（
H)

8
月

31
日

倒
8

月
31

日
働

8
月

31
日

制

戸－f以，.＇.
J受

業
9

月
1

日
仕

）～
9

月
1

日
（J

）～
9

月
1

日
什

）～
9

月
1

日
仕

）～
9

月
1

日
（士

）～
9

月
1

日
け；

）～

9
月

7
日

（剣
9

月
7

日
（斜

’
9

月
14

日
（斜

9
月

7
日

制
9

月
14

日
幽

9
月

22
日

U:
)

期

期
末

試
験

9
月

12
日

（！ド
）～

9
月

17
日

(JJ)
～

7
月

16
日

(Jl
)～

 
9

月
12

日
や·）（）

～

9
月

25
日

（火
）

9
月

22
日

（！：
）

7
月

21
日

仕
）

9
月

21
日

（斜

授
業

10
月

15
日（

月）
～

10
月

15
日（

｝］）
～

10
月

15
日

(JJ
)～

10
月

22
日

(JJ
)～

 
10

月
15

日
(JJ)

～
10

月
15

日（
月）

～
10

月
15

日（
）］）

～

12
月

22
日

仕
）

12
月

22
日

け
）

12
月

15
日

LU
12

月
22

日
（J

)
12

月
22

日
(f:

)
12

月
22

日
（士

）
12

月
22

日
U:

l

f炎
冬

季
休

業
12

月
24

日（
月）

～
12

月
24

日
(lj）

～
12

月
17

日
(JJ

)～
12

月
23

日
（f1

）～
12

月
25

日
（火

）～
12

月
25

日（
火）

～
12

月
2

3
日（

11）
～

1
月

12
日

（！？
1

月
12

日
仕

）
1

月
5

日
仕

）
1

月
6

日
(II

)
1

月
5

日
げ）

1
月

9
日

（水
）

1
月

6
日

(II
)

学

授
業

1
月

14
日（

fl)
～

1
月

14
日（

月）
～

l
月

7
日

（月
）～

1
月

7
日

（月
）～

1
月

7
日

（！］
）～

1
月

10
日

（木
）～

1
月

7
日（

！！）
～

2
月

16
日

w
2

月
16

日
廿

）
2

月
16

日
U:

l
2

月
9

日
（±

）
2

月
9

日
（十

）
2

月
13

日
（水

）
2

月
16

日
（f:

)

期

期
末

試
験

2
月

21
日

（木
）～

2
月

21
日

（本
）～

2
月

15
日

倒
～

2
月

14
日

（本
）～

3
月

1
日

（斜
2

月
27

日
やゆ

2
月

21
日

（本
）

2
月

22
日

（1
1)

教
育

実
習

f席
jj

· 
9

月
3

日
（Jj

)～
 

10
月

20
日

（上
）

平
成

2
N

 
*"'

 

却制 ω 同 町 中

平
成

2
年

4
月

10
日

（火
）

平
成

2
年

4
月

10
日（

火）
及

び
12

日
（本

）

平
成

2
年

5
月

31
日

（本
）

平
成

3
年

3
月

25
日（

川）

式 日 式

入
学

新
入

生
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

品、
記 了

立 修
高lj

学 業
本 卒

。 。 。 。

富
山

大
学

庶
務

部
庶

務
課

富
山

市
五

位.＼
3

 
1 

9 
0 

あ
け

ぼ
の

企
画

株
式

会
社

富
山

市
住

吉
田T

l
丁

目
5

-
18

電
話

（2
4

)

集

印
刷

所

編

1
7

5
5

(1
t)

 


